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｢地球規模環境問題｣特集に寄せて

地質ニュｰス編集委員長小川克郎
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｢オレアソダで二人は教会からほど遠からぬベンチ

に腰掛けて海をみおろしたがら黙っていた.ヤｰル

タは朝霧をとほして徴かに見え山々の頂には白い雲が

かかってじっと動かたい.木冷の葉はそよりともせず

朝蝉が鳴いていて蓬か下の方から聞こえてくる海の単

調な鈍いざわめきがわれわれ人問の行手に待ち受けて

いる安息永遠の眠りを物語るのだった.蓬か下のそ

のざわめきはまだここにヤｰルタもオレアソダも無か

った昔にも鳴り今も鳴りそしてわれわれの亡い後に

もやはり同じく無関心なざわめきを続けるであろう.

そしてこの今も昔も変わらぬ響われわれの誰彼の生き

死ににはたんの関係もたいようた響きの中にひょっと

したらわれわれの永遠の救いのしるし地上の生活の絶

え問たい推移のしるし完成への不断の歩みのしるしが

ひそみ隠れているかも知れたい.｣

人が死に絶えた地球の何処がで何事もなかったよう

に今日も渚には響きをたてながら波が打ち寄せそ

して引いて行く.人間が大きな自然の一部に過ぎたい

ことを静かに語る名文である.むろん私の文章では

たい･チェｰホフのr犬を連れた奥さん｣の一情景で

ある(神西清訳).

気の遠くなるような宇宙史の申でいや地球史の中

でさえも人間は東の間の夢のような存在たのかも知れ

たい.自然にとってはたとえそれが生みだしたとは

いえ人問はたいほうがいいのかもLれない.そんな

ふう次考え方もあり得よう.しかし現実に存在して

しまったわたしたちは様々な困難の中で生き続けるこ

とに全知全能を傾けねぱたらたい.

わたしたちが直面している困難とは言うまでもたく

r地球環境問題｣である.地球という自然がその46億

年の長大た年月の申で築き上げてきた絶妙な安定平衡状

態にあるエネルギｰレベルを越えてその活動を拡げて

しまった人問はついには自然からの痛烈た復讐を受

けねばならない時代の扉を開けてしまった.

r地球環境問題｣は複雑にして怪奇とも言える地球が

相手である.問題は多様な分野に拡がっており統一

的に認識するのが困難な様相を帯びている.その原因

もまた多様であるが敢て根本で分ければr南｣にお

ける人口爆発とr北｣における工業化に行き着くことは

多くの人が指摘するところである.熱帯雨林の消失と

生態系破壊土壌侵食下舷と沙漠化相次ぐ洪水都

市のスラム化などは主として前者に起因し炭酸ガス等

の増加と地球温暖化の可能性重金属や農薬による地下

水･湖沼･海洋等汚染や酸性雨フロンによるオゾン層

破壊と紫外線増加による食物･生体障害原発事故によ

る食物･生体汚染などは主として後者に起因する.L

かしこれらの現象の幾つかは互いに作用を及ぼし合っ

ておりまた原因も人間のグロｰバルた社会･経済活

動を考えればr南｣｢北｣に単純には分別出来ないので

このような仕分けはかえって問題を暖昧にする可能性も

ある.

このようにr地球環境問題｣には地圏水圏気圏

生物圏のみたらず社会･経済を総て含めたトｰタルな地

球科学的視点が重要である.この分野では昭和40年

代の初めに名古屋大学の地球物理学老である島津康男

教授により優れて先駆的た研究がだされている(例えば

(1)).読者は20年前問題の本質を深く認識すること

によって現在を正確に予測Lた問題提起がすでになされ

ていることに驚かれるであろう.一読をお薦めした

し･.

さて｢地球環境問題｣は裾野が広いゆえに多様た

アプロｰチの仕方がある.一つは工学的アプロｰチで

ある.本特集号で紹介されているrデザｰト(沙漢)

アクア(水)ネット(網)｣のシナリオはその一つである.

また石油よりも炭酸ガス排出量の少たい天然ガスを今

後の主たる燃料資源とすべきであるとする意見も工学的

発想と言えるかもしれたい.更に炭酸ガス分離固定

化等の一連の技術開発は工学的アプロｰチといえる.

適切た工学的アプロｰチが解決できる問題は多いに違い

ない.しかしこの方法が有効なのは地球上の極く局

地的(叶カル)な問題あるいは予防対策に限られるので

はたかろうか.もう一つは理学的アプロｰチである.

地球という自然システムの中で進行している物理･化

学的プロセスを認識するものである.最近の言葉であ

る｢グロｰバルジオサイエンス(地球規模地球科学)一

地球科学に地球規模という形容詞をわざわざつげねぽた
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らぬとは何とも皮肉である……｣が目指しているテｰマ

である.そしてこの病理学的認識に立って地球の

病気進行の抑制や発生の予防を行おうとする.しかし

たがら地球科学者の努力にもかかわらず人間が生ま

れるよりはずっと昔の自然状態の地球でさえその全貌

が解き明かされたわげではたい.その意味でグロｰ

バルジオサイエンスは緊急の課題であるといえよう.

ところで前述のように工学的アプロｰチはとかくロｰ

カルな対症療法に陥りやすい.アスワン･ハイ･ダム

の建設は善意からの発想であったに違いたいがより広

範た自然システムヘの理解カミ足りなかったため結果と

して思いがげたい環境破壊をもたらすことになった.

地球ではある地点のある行為カミ違く離れた別の地点に

思わぬ効果を及ぼすということがある.地球自然シス

テムで進行するこうした複雑た相互作用の予測には工学

的発想の限界があろう.理学的アプロｰチが不可欠の

所以である.

地質調査所においても｢地球環境問題｣が浮上する

ずっと以前から幾つかのこの問題にかかわりの深い研

究を取り上げてきた.研究テｰマは当所の性格上地

圏(固体地球)水圏(海洋湖沼陸水)および生物圏

(古生物)を対象とする理学的アプロｰチである.地球

科学とりわけ地質学は地球の歴史学であるが地球の過

去の認識からその将来を予測する未来学の性格も持って

いる.したがって今人間が地球にある働きかげをし

たとき地球がどのような短期的あるいは長期的た応答

を行なうかを予測する技術も持っているはずである.

本特集号ではこうした研究の一部を紹介することにし

たい.｢地球環境問題｣にはわたしたち一人一人が

被害者であると同時に加害者でもあるという厄介な側

面がある.その意味で読者諸氏がこの問題への認識

を幾らかでも深めていただけれぽ幸いである.そして

19世紀末チェｰホフがヤｰルタで見た静謹た山や海の間

でわたしたちやわたしたちの子孫が人間らしく生きら

れる環境がいつまでも続くことを願って地球科学の学

徒であるわたしたちも微力を尽して行くことを約東して

おきたい.

最後にr地球環境問題｣にかかわる優れた書籍の幾

つかを付記しておく.

(1)島津康男｢地球を設計する一社会地球科学の提

唱｣昭和45年科学情報杜

(2)島津康男｢国土科学｣昭和49年NHKブック

ス目本放送協会

(3)石弘之｢地球環境報告｣昭和63年岩波新書

岩波書店

(4)アメリカ合衆国政府r西暦2001年の地球1,2｣

昭和55年家の光協会
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地球の炭素循環(島津(1〕より)

炭素が地圏水圏気圏生物圏をかけめぐる様子を示している･

深部からの炭酸ガスの上昇･大気放出現象もある.
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この他に火山･地熱活動による地下�


